
令和５年度 第２回苫小牧市航空機騒音対策協議会 

日時：令和５年９月１４日（木）   

                              午後６時３０分     

場所：ＪＦＥリサイクルプラザ苫小牧  

     ２階 会議室 

次   第 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 副市長挨拶 

４ 議  題 

 （１）報告事項 

   ア 米軍再編に係る千歳基地への訓練移転について 

① 「千歳基地における米軍再編に係る訓練移転」に関する主な経過 

について                           【資料 １-１】 

② 千歳基地における米軍再編に係る訓練移転（共同訓練）について  【資料 １-２】 

③ 令和５年８月 29日開催の「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転 

に関する連絡協議会」での要請・質問事項及び回答について    【資料 １-３】 

④ 米軍再編に係る三沢飛行場から千歳基地への訓練移転について   【資料 １-４】 

⑤ 令和５年９月４日開催の「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転 

に関する連絡協議会」での要請事項及び回答について       【資料 １-５】 

⑥ 米軍再編に係る千歳基地への訓練移転対応について        【資料 １-６】 

⑦ 米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に伴う騒音測定地点について 【資料 １-７】 

⑧ 米軍再編に係る各基地の訓練移転経過について          【資料 １-８】 

イ 米軍再編に伴う米軍機訓練移転について 

① 米軍再編に係る航空機訓練移転について            【資料 ２-１】 

② 米軍再編に係る各基地への訓練移転及び中止について      【資料 ２-２】 

③ 沖縄県の負担軽減調査結果について              【資料 ２-３】 

５ そ の 他 



「千歳基地における米軍再編に係る訓練移転」に関する主な経過

令和5年8月29日 「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡協議会」開催

（北海道防衛局） 

「千歳基地における米軍再編に係る訓練移転（共同訓練）について」

（概略通知） 

「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡会議」として

の要請及び千歳市・苫小牧市からの個別要請、質問 

「第 28 回 苫小牧市在日米軍再編問題対策会議」開催 

令和5年8月30日 
商工会議所、町内会連合会、警察署、医師会ほか関係機関への協力

要請 

令和5年 9月4日 「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡協議会」開催

（北海道防衛局） 

「米軍再編に係る三沢飛行場から千歳基地への訓練移転について」

（詳細通知） 

「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡会議」として

の要請及び千歳市・苫小牧市からの個別要請 

「苫小牧市在日米軍再編問題対策会議」部員へ訓練計画概要を周知

令和5年 9月5日 
商工会議所、町内会連合会、警察署、医師会ほか関係機関へ訓練計

画概要を周知 

-1-

資料１－１



-2-

資料１－２



令和５年８月29日開催の「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に 

関する連絡協議会」での要請・質問事項及び回答

●北海道、千歳市、苫小牧市の３者で構成する 

「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡会議」としての要請 

１ 土曜日・日曜日・祝日及び早朝・深夜の訓練を実施しないことなど、これまでの両市

との協議経過を踏まえ、協定の内容を確実に遵守すること。 

また、米軍帰還に際しても、土曜日・日曜日・祝日及び早朝・深夜に飛行することの

ないよう配慮すること。

２ 自衛隊が通常使用している訓練空域や飛行経路、飛行方法によること。 

≪回答≫

①及び②については包括的に回答させていただきます。 

千歳基地における訓練の実施に当たり、土日・祝日及び早朝・深夜における訓練は

もとより、訓練空域、飛行経路及び飛行方法などについても、航空自衛隊と同様の態

様となります。 

また、協定についても平成19年１月に、千歳市及び苫小牧市と締結した「米軍再編

に係る千歳基地への訓練移転に関する協定書」の内容を遵守するとともに、これまで

の関係自治体との協議・確認事項を踏まえ、訓練移転を実施してまいります。 

また、米軍帰還の際の土日・祝日及び早朝・深夜の飛行につきましても、地元に配

慮するよう、米側に求めてまいります。 

３ 米軍人の外出時等の対応など本道滞在中における規律の維持に万全の対応を行うこと。 

≪回答≫

  米軍人の本道滞在中における北海道防衛局の対応については、前回と同様、必要に

応じてサポートを行い、トラブルの未然防止に努めてまいります。

規律の維持についても、防衛省として平素から米側に対して、隊員の教育や綱紀粛

正の徹底を図る等、様々なレベルから申し入れを行っており、改めて当局からも米軍

に申し入れを行ってまいります。 

４ 訓練期間中は、貴局において騒音測定を実施するとともに、できる限り早期に結果を

公表すること。 

≪回答≫

訓練期間中における騒音測定については、これまでと同様に実施し、騒音測定結果

についても、速やかに公表したいと考えています。 
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５ 訓練の安全管理及び参加する戦闘機の整備・点検など安全確保に万全を期すこと。 

≪回答≫

   航空機の運用に当たっては、安全の確保が大前提であり、航空機による事故は地域

の方々に不安を与える、あってはならないものであると認識しています。 

当局としては、訓練部隊に対し、航空機の点検・整備の確実な実施や安全管理に万

全を期すよう求めてまいります。 

６ 説明会や米軍ブリーフィング等の開催など、訓練に関する情報を住民、自治体、報道

機関に詳細に提供すること。 

≪回答≫

当局としては、地元の皆様への情報提供については、大変重要と認識していること

から、米軍によるブリーフィングの開催を求めているところです。

また、当局としても説明会の開催を予定しているところです。 

関係自治体等への情報提供については、引き続きお知らせできる情報が得られ次第、

迅速かつ確実な情報提供に努めてまいります。

７ 訓練終了後の「検証」を必ず行うこと。 

≪回答≫

訓練終了後における訓練の状況及び騒音測定結果に係る「検証」については、これ

までと同様、可能な限り対応してまいりたいと考えています。 

８ これまで実施された訓練移転によって、沖縄の負担がどの程度軽減されたのか、期限

を決めて目に見える形で検証すること。 

≪回答≫

米軍再編に係る訓練移転は、嘉手納飛行場における航空機による訓練だけでなく、

三沢及び岩国飛行場の航空機が嘉手納飛行場に飛来して実施している訓練も移転の

対象としており、嘉手納飛行場における更なる騒音軽減に資するものです。 

国内・国外の訓練移転を積み重ねることにより、嘉手納飛行場の周辺住民の方々の

ご負担を軽減できるものと考えています。 

他方、嘉手納飛行場の運用の全てを把握しているわけではなく、航空機訓練移転に

よる負担軽減の効果を定量的にお示しすることは困難であることを御理解願います。 
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●苫小牧市の個別要請 

１ 沖縄の負担軽減について、米軍外来機における飛来訓練等の抑制など、沖縄県の方々

が負担軽減を実感できるように努めること。 

≪回答≫

日米両国は、航空機の訓練移転を行う期間中、沖縄の飛行場における米軍の訓練活動

の影響について配慮することとしており、防衛省としても、訓練移転の都度、米側に対

し配慮要請を行っています。 

その上で、嘉手納飛行場に所属する航空機の訓練移転について、本年２月に実施され

た訓練移転では、Ｆ－１５戦闘機１２機等が、約３週間沖縄を離れることになりました。 

その間、訓練移転がなければ、沖縄で実施されることとなる訓練の時間を含めた米軍

機の運用全体が削減されたとの効果があったものと考えています。 

また、嘉手納飛行場の騒音実態の把握に継続的に努めており、実態を踏まえて、 

・ 米軍に対し、騒音規制措置の遵守や、地元の重要な行事に配慮するよう申入れを

行い、 

・ さらに、住宅防音工事の助成など、地域社会との調和に係る各種施策を通じて、

周辺住民の方々のご負担を可能な限り軽減できるよう努めるなどの措置を講じ

ているところです。 

いずれにしましても、防衛省としては、今後とも米側に対し、嘉手納飛行場におけ

る騒音の軽減が図られるよう一層の協力を求めるとともに、可能な限り地元の負担軽

減に努めてまいります。

２ 千歳基地では、航空機からの部品落下が繰り返し発生していることから、米軍機を含

む機体の整備、点検の強化を図るとともに、事故が発生した場合は、原因究明及び再発

防止策について速やかに情報提供を行うこと。 

≪回答≫

（自衛隊について）

航空機による事故等により、基地周辺住民の方々に不安を与えることがあってはな 

らないのは当然です。 

防衛省・自衛隊としては、機体の整備について、飛行前後の点検のみならず、千歳

基地、補給処等において定期的な整備の点検を行い、飛行安全及び品質管理の上で重

要な構成品については、定期的に交換を行う等、機体の安全性を確保する上で必要な

措置を講じています。  
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さらに、隊員の教育においては、パイロットの安全教育に万全を期すことはもとよ

り、整備員についても、安全教育や飛行前後の機体の整備点検等を通じ、安全確保に

関する指導を行っています。 

防衛省・自衛隊としましては、地域に与える影響を最小限に留めるよう、引き続き

自衛隊機の安全管理の徹底を行い、部品紛失・事故等の防止に引き続き万全を期して

まいる所存です。 

また、万一、事故等が発生した場合には、これまでと同様、地元自治体等への情報

提供について、適切に対応してまいります。 

 （米軍について） 

米軍機の飛行に際しては、安全の確保が大前提であり、引き続き米側に対し、安全

面に最大限の配慮を払うとともに、地域住民に与える影響を最小限にとどめるよう求

めていく考えです。 

なお、千歳基地での訓練移転において米軍戦闘機や輸送機の事故が発生した場合に

は、その原因及び今後の対応について情報が得られ次第、苫小牧市を含む関係自治体

に迅速かつ確実に情報提供を行うなど、適切に対応してまいります。 

●苫小牧市の質問事項 

１ これまでは、訓練の３週間前に概略通知、１週間前に詳細通知をいただいておりまし

たが、今回は早い段階で概略通知をいただいております。 

当市としては、市民への情報提供が早期に実施できるため、大変有難く受け止めてお

りますが、今後においても早期に通知をいただけるのか、お伺いいたします。 

≪回答≫ 

予断をもって回答することは困難ですが、引き続き早期の情報提供に努めるよう日米

間で調整してまいります。 

-6-



-7-

資料１－４



令和５年９月４日開催の「米軍再編に係る千歳基地への 

訓練移転に関する連絡協議会」での口頭要請事項及び回答

●北海道、千歳市、苫小牧市の三者で構成する 

「米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡会議」としての要請

 連絡会議として、重ねてのお願いとなるが、協定の遵守、訓練情報の提供など、先日 

要請した８項目について、改めてお願いする。 

≪回答≫ 

 連絡会議から要請のありました８項目についての再度の要請につきましては、先般の 

連絡協議会において、お答えさせていただいたとおりですが、協定を遵守するとともに、

航空機の安全確保及び米軍人の規律の維持について、改めて当局から米軍に申し入れを 

行うこと、米軍と調整し可能な限りの情報提供に努めるなど、これまでと同様、周辺住 

民の安心・安全のために最大限努力し、万全の体制で臨みたいと考えています。

●苫小牧市の個別要請 

１ 当市では毎年、訓練移転元である、嘉手納飛行場周辺の沖縄市、嘉手納町、北谷町に 

対し、負担軽減に関する調査を実施しているが、「外来機の飛来により負担軽減の実感が 

ない」との声があるため、外来機の飛来抑制に対する具体的な対策を行うこと。 

≪回答≫ 

日米両国は、航空機の訓練移転を行う期間中、沖縄の飛行場における米軍の訓練活動 

の影響について配慮することとしており、防衛省としても、訓練移転の都度、米側に対 

し配慮要請を行っています。 

  その上で、嘉手納飛行場に所属する航空機の訓練移転について、本年２月に実施され 

た訓練移転では、Ｆ－１５戦闘機１２機等が、約３週間沖縄を離れることになりました。 

  その間、訓練移転がなければ、沖縄で実施されることとなる訓練の時間を含めた米軍 

機の運用全体が削減されたとの効果があったものと考えています。 

  また、嘉手納飛行場の騒音実態の把握に継続的に努めており、実態を踏まえて、 

・ 米軍に対し、騒音規制措置の遵守や、地元の重要な行事に配慮するよう申入れを 

行い、 

・ さらに、住宅防音工事の助成など、地域社会との調和に係る各種施策を通じて、周 

辺住民の方々の御負担を可能な限り軽減できるよう努めるなどの措置を講じている 

ところです。 

-8-

資料１－５



いずれにしましても、防衛省としては、今後とも米側に対し、嘉手納飛行場における 

騒音の軽減が図られるよう一層の協力を求めるとともに、可能な限り地元の負担軽減に 

努めてまいります。 

２ 沖縄の負担軽減について、目に見える形での検証を要請しているが、その回答において、

令和２年度までは一例として、騒音測定値や平均離着陸回数を比較した数字が示されて 

いたが、前回からその回答がないため、具体的な数字を示すこと。 

≪回答≫ 

  これまでに、嘉手納飛行場に所在する航空機の訓練移転については計４９回、普天間 

飛行場に所在するオスプレイ等の訓練移転については計１８回実施したところです。 

  これらの訓練移転により、本来は沖縄で行われる訓練の一部が本土等に移転されたこ 

とで、沖縄における駐留及び訓練時間が削減されることから、一定程度の負担が軽減さ 

れていると考えています。 

  防衛省としては、目に見える形での沖縄の負担軽減が図られるよう、今後も訓練移転 

を着実に積み重ねるなど、全力を挙げて取り組んでまいります。 

３ 今回の訓練では、三沢基地所属のＦ－16が参加するが、令和３年11月30日に燃料タ 

ンク投棄事案が発生していることから、安全確保に最大限配慮するとともに、原因や今 

後の対策などについて、情報提供すること。 

 ≪回答≫ 

  令和３年１１月３０日に発生した米空軍三沢飛行場所属Ｆ－１６戦闘機による燃料タ 

ンク投棄について、米側からは、 

・ 本事案は、油圧が急激に低下したことによるエンジン出力の低下によるものであり、 

・ エンジン及び全ての関連部品の点検・交換を行ったとの説明を受けております。 

  いずれにしましても、航空機の運用に当たっては、安全の確保が大前提であり、航空機 

による事故は地域の方々に不安を与える、あってはならないものであると認識しています。 

  当局としては、訓練部隊に対し、航空機の点検・整備の確実な実施や安全管理に万全を 

期すよう求めてまいります。 
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米軍再編に係る千歳基地への訓練移転対応について

訓練開始前 訓練期間中 訓練終了後

米軍再編に係る千歳基地への
訓練移転に関する連絡協議会

（概略通知）

【概略通知について】
○市長記者会見
○市ホームページ掲載
○市役所だより掲載（道新・苫民）
○フェイスブック掲載

米軍再編に係る千歳基地への
訓練移転に関する連絡協議会

（詳細通知）

【概略通知の報告】
○航路下３地区代表
○市議会
○商工会議所等の関係機関

（郵送）

【詳細通知の説明】
○市議会総合開発特別委員会開催
○航空機騒音対策協議会開催
○商工会議所等の関係機関
（郵送）

【詳細通知について】
○市長記者会見
○市ホームページ掲載
○市役所だより掲載（道新・苫民）
○フェイスブック掲載
○航路下地域へ周知チラシの全戸配布

【現地連絡本部設置】
○北海道防衛局

※現地連絡本部体制
《住民対応》

０８０－９５６５－４０７７

【苫小牧市連絡体制配備】
○事件・事故、災害等への対応
○苦情・問い合わせ対応

《住民対応 苫小牧市連絡先》
総合政策部まちづくり推進室

空港政策課 直通３２－６０８３

↓
市民生活部危機管理室

【事件・事故、災害時等の連絡体制配備の検討・確認】
○米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する連絡協議会
○千歳基地に係る米軍航空事故等連絡会議

【訓練情報について】
○市ホームページ掲載
○フェイスブック掲載
【緊急時等情報について（緊急時）】
○市長記者会見
○市ホームページ掲載

【騒音調査の実施】
○北海道防衛局
○北海道
○苫小牧市

訓練に係る
体制等の総括

【総括の報告】
○市議会総合開発特別委員会
○航空機騒音対策協議会
○商工会議所等の関係機関
（郵送）

【訓練終了について】
○市長記者会見
○市ホームページ掲載
○市役所だより掲載(道新・苫民）
○フェイスブック掲載

【騒音調査体制の協議（臨時測定局箇所、測定日程等）】
○北海道防衛局、北海道、苫小牧市

【庁内関係部署との調整等及び緊急連絡体制の確認】

○苫小牧市在日米軍再編問題対策会議

【騒音調査の公表】
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米軍再編に係る三沢飛行場から千歳基地への
訓練移転（共同訓練）について 

防衛省より、以下のとおり通知がありましたので、お知らせします。  

○ 訓 練 期 間 ：令和５年９月２６日（火）～１０月４日（水） 
（人員、物資輸送のため航空機が期間の前後に飛来する予定）

○ 参 加 部 隊 ：【米軍】第３５戦闘航空団(三沢)、第 18航空団（嘉手納） 

【航空自衛隊】第2航空団（千歳） 

○ 使 用 基 地 ： 千歳基地 

○ 訓 練 空 域 ： 北海道西方空域、三沢東方空域 

○ 演 練 項 目 ： 戦闘機戦闘訓練等 

○ 参 加 規 模 ： タイプⅡ（1回につき6～12機の米軍機又は8～14日間参加する訓練） 

【米軍】F-1６×12機程度、E-3G（早期警戒管制機）×1機、 

人員 2２０名程度 

【航空自衛隊】Ｆ-15×８機程度 

※内容については、今後、変更される場合があります。 

○訓練期間における、深夜・早朝(22:00～7:00)及び土日の訓練は予定されていません。 

○米軍 F-16は 9月 25日(月)に飛来し、10月 4日(水)に帰還予定です。 

○これまでの訓練では、概ね午前と午後に離着陸が行われていますが、具体的な計画は

天候や日米間の調整結果を踏まえて、決定する予定です。 

○航空自衛隊が通常実施している訓練と同様に、日没後の訓練を行う予定です。 
 (訓練期間中に最大4回) 

○北海道防衛局に対して、訓練の安全管理や戦闘機等の整備、点検強化を図るとともに、

市民の安全・安心のため、万全の体制で訓練を行うよう強く要請しています。 

○関係機関と緊密に連携を図り、いち早い情報収集に努め、訓練情報や騒音測定結果等

を市ホームページで随時お知らせします。 

問い合わせ先 
苫小牧市役所 総合政策部 まちづくり推進室 空港政策課 
【電話】（直通）３２－６０８３（代表）３２－６１１１ 

苫小牧市より 〇〇地区 にお住まいの方へ お知らせです

訓練計画概要 

市の対応 

訓練情報 
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琥珀荘局

植苗会館局丹治沼局

植苗局

美沢局

斎藤宅局
湖畔局植苗公園局

ウトナイ局

沼ノ端東雲局

沼ノ端東局

勇払局

勇払東局

沼ノ端局

市役所

錦多峰浄水場

あけの公園

清流公園

植苗南町内会集会所

緑葉公園

苫小牧市常時測定局 6局

北海道常時測定局 9局

北海道防衛局常時測定局 1局

北海道防衛局臨時測定地点 3局

苫小牧市臨時測定地点 3局

合計 22局

令和5年9月 訓練移転に伴う航空機騒音測定地点

糸井局
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年
度

◆　米 軍 再 編 に 係 る 各 基 地 の 訓 練 移 転 経 過　◆

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

参加部隊 視察有無 備　　　考

18

計　画 タイプⅠ（１回につき１～　５機の米軍機が１日～　７日間参加）：１回程度
Ｈ19.1.11通知、３月を目途にとし
回数の明記はないが１回と思われる

築　城 H19.3.5( 月 ) ～ 3.8( 木 ) F15×4機 　54人 Ⅰ 嘉手納
道の

連絡会議

計 築　城:1回 Ⅰ:1回 嘉手納:1回 1基地派遣

19

計　画 タイプⅠ（１回につき１～　５機の米軍機が１日～　７日間参加）：１２回程度
タイプⅡ（１回につき６～１２機の米軍機が８日～１４日間参加）：　３回程度

Ｈ19.1.31通知

小　松 H19.5.16(水)～5.23(水) F15×5機 約80人 Ⅰ 嘉手納 2名派遣
19日土曜・20日日曜の訓練は行われ
ていない。

築　城 H19.6.18(月)～6.22(金) FA18×5機  39人 Ⅰ 岩国 無

2名派遣

三　沢 H19.7.16(月)～7.21(土)
F15×5機 約80人
F16×4機

Ⅰ
嘉手納
三沢

2名派遣

F16×5機 　77人 Ⅰ 三沢 2名派遣

16日祝日・21日土曜の訓練は行われ
ていない

新田原 H19.9.3( 月 ) ～ 9.5( 水 ) F15×2機 　14人 Ⅰ 嘉手納

小　松 H19.11.5(月)～11.16(金) F15×12機 約180人 Ⅱ 嘉手納 無 Ｆ１５事故調査のため中止

百　里 H19.10.15(月)～10.19(金)

百　里 H20.1.15(火)～1.18(金) F16×5機 　85人 Ⅰ 三沢 無

Ⅰ 岩国 2名派遣

新田原 H20.2.12(火)～2.15(金) FA18×2機 　4人 Ⅰ 岩国 無

悪天候のため午前1回2日の訓練

千　歳:1回　　小　松:1回
三　沢:1回　　築　城:1回
百　里:2回　　新田原:2回

 計:8回

Ⅰ:8回

Ⅱ:0回

三　沢:3回
岩　国:3回
嘉手納:3回

5基地派遣

千　歳 H20.2.25(月)～2.28(木) FA18×4機　13人

20

計　画 タイプⅠ（１回につき１～　５機の米軍機が１日～　７日間参加）：
タイプⅡ（１回につき６～１２機の米軍機が８日～１４日間参加）：　併せて１０回程度

Ｈ20.6.20通知

三　沢 H20.7.23(水)～7.30(水) F15×6機 約80人 Ⅱ 嘉手納 2名派遣
26日土曜・27日日曜の訓練は行われ
ていない。

新田原 H20.9.2( 火 ) ～ 9.4( 木 ) F15×2機 　18人 Ⅰ 嘉手納 無

小　松 H20.12.1(月)～12.5(金) F16×6機 約80人 Ⅱ 三沢 無

千　歳 H20.12.8(月)～12.12(金) F15×5機 　72人 Ⅰ 嘉手納 2名派遣

H21.2.23(月)～2.27(金) F15×5機 　81人 Ⅰ 嘉手納 無

岩国 2名派遣

計

千　歳:1回　　小　松:1回
三　沢:1回　　築　城:0回
百　里:0回　　新田原:2回

計:5回

Ⅰ:3回

Ⅱ:2回

三　沢:1回
岩　国:0回
嘉手納:4回

2基地派遣

新田原

無
7/25・26・8/1の土日の訓練は行わ
れていない。

21

計　画 タイプⅠ（１回につき１～　５機の米軍機が１日～　７日間参加）：１２回程度
タイプⅡ（１回につき６～１２機の米軍機が８日～１４日間参加）：　３回程度

Ｈ21.1.28通知

千　歳 H21.4.20(月)～4.23(木) FA18×5機 　32人 Ⅰ

F15×5機    83人 Ⅰ 嘉手納 無

三　沢 H21.7.25(土 )～ 8.1(土 ) FA18×7機 約70人 Ⅱ 岩国
機材の点検及び天候不良のため、訓練は
全て中止.テスト飛行1回のみ。

小　松 H21.11.14(土)～11.20(金)
FA18×7機
F16×5機 約180人

Ⅱ
①岩国
②三沢

無
11/14・15の土日の訓練は行われて
いない。

百　里 H21.10.2(金)～10.9(金)

百　里 H22.1.29(金 )～ 2.5(金 ) F15×6機    87人 Ⅱ 嘉手納 無

三　沢 H22.2.27(土)～3.12(金)
FA18×8機 約150人
F16×4機

Ⅱ 岩国 無

H22.3.5(金 )～ 3.12(金 ) F16×5機  約90人 Ⅰ 三沢 無

1/30・31の土日の訓練は行われてい
ない。

2/27・28,3/6・7の土日の訓練は行
われていない。
千歳基地F15が空域で訓練に参加

岩国 無

3/6・7の土日の訓練は行われていな
い。

計

千　歳:1回　　小　松:1回
三　沢:2回　　築　城:1回
百　里:1回　　新田原:0回

 計:6回

Ⅰ:2回

Ⅱ:4回

三　沢:2回
岩　国:4回
嘉手納:1回

1基地派遣

築　城

無
千歳基地F15が空域で訓練に参加
土日の訓練は行われていない。

22

計　画 タイプⅠ（１回につき１～　５機の米軍機が１日～　７日間参加）
タイプⅡ（１回につき６～１２機の米軍機が８日～１４日間参加）タイプⅠ・Ⅱあわせて１５回程度

Ｈ22.1.29通知

小　松 H22.6.5(土 )～ 6.18(金 ) FA18×10機 約180人 Ⅱ

F15×12機  約170人
(計画:12機 約190人) Ⅱ 嘉手納 2名派遣

6/12・13の土日の訓練は行われてい
ない。

三　沢 H22.10.15(金)～10.23(土)
FA18×9機  約150人
(計画:10機 約160人) Ⅱ 岩国

三沢基地F2が空域で訓練に参加。
土日の訓練は行われていない。

小　松 H22.12.1(水)～12.11(土) F16×12機 約200人 Ⅱ 三沢 無
日米共同統合演習の一部として実施
されたため土日の訓練有り。

千　歳 H22.11.8(月)～11.19(金)

計

千　歳:1回　　小　松:2回
三　沢:1回　　築　城:0回
百　里:0回　　新田原:0回

 計:4回

Ⅰ:0回

Ⅱ:4回

三　沢:1回
岩　国:2回
嘉手納:1回

1基地派遣
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年
度

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

参加部隊 視察有無 備　　　考

23

計　画 下半期に５回程度を計画予定
そのうち、グアムへの訓練移転を２～３回程度を目標に計画予定

Ｈ23.10.4通知

築　城 H23.7.8(金 )～ 7.15(金 ) F16×6機　 約90人 Ⅱ 三沢 無
7/9・10の土日の訓練は行われてい
ない。

グアム
H23.10.10(月)～10.31(月)
（実績:H23.10.10～10.28） FA18×20機 約400人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった２週
間以上の訓練をグアムへ移転。

グアム
H23.12.1( 木 )～ 12.18(日 )
（実績:H23.12.5～12.19） FA18×20機 約650人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無

Ⅱ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアムへ移転。

グアム H24.2.6( 月 ) ～ 2.24( 金 ) F15×18機 約500人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

計

   千　歳:0回　　小　松:0回
   三　沢:0回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:0回
   グアム:3回
 　   　　　計:5回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:2回
ｸﾞｱﾑ:3回

三　沢:1回
岩　国:3回
嘉手納:1回

派遣無し

百　里 H24.2.13(月)～2.24(金)
FA18×6機
AV-8B×3機 約90人

24

計　画 １０回程度を計画予定
そのうち、グアムへの訓練移転を５回程度を目標に計画予定

Ｈ24.3.22通知

グアム H24.5.14(月 )～ 6.8(金 ) FA18×20機 約600人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアムへ移転。

千　歳 H24.9.5( 水 ) ～ 9.7( 金 ) FA18×4機 　約20人 Ⅰ 岩国 2名派遣

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアムへ移転。

グアム H24.9.27(木)～10.25(木) FA18×20機 約600人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無

FA18×6機　 約90人 Ⅱ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアムへ移転。

グアム H24.11.29(木)～12.18(火)
FA18×20機
MV-22×4機 約880人

ｸﾞｱﾑ 岩国

グアム H25.1.21(月 )～1.30(水) F16×14機  約190人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアムへ移転。

新田原 H25.1.14(月 )～1.18(金)

グアム H25.1.29(火 )～2.15(金) F15×12機  約260人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

計

   千　歳:1回　　小　松:0回
   三　沢:0回　　築　城:0回
   百　里:0回　　新田原:1回
   グアム:5回
 　   　　　計:7回

　Ⅰ:1回
　Ⅱ:1回
ｸﾞｱﾑ:5回

三　沢:1回
岩　国:5回
嘉手納:1回

1基地派遣

25

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 Ｈ25.3.27通知

新田原 H25.6.17(月 )～6.21(金) FA18×8機  約120人 Ⅱ 岩国 無 台風接近のため17～19日で終了

千　歳 H25.7.8( 月 ) ～ 7.12( 金 ) F16×6機    約80人 Ⅱ 三沢 1名派遣

無
嘉手納飛行場の訓練をグアム等へ移
転。

グアム H25.7.10( 水 ) ～ 8.2( 金 ) FA18×20機 約550人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無

F16×14機  約190人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H25.8.12(月 )～8.23(金) F15×18機  約340人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H25.12.2(月)～12.20(金)
FA18×20機
MV-22×4機 約1,120人

ｸﾞｱﾑ 岩国 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H25.10.28(月)～11.8(金)

無 悪天候のため9日、11日のみ実施

グアム H25.12.2(月)～12.20(金)
F15×14機
FA18×6機  約290人

ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

F16×12機  約260人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

小　松 H25.12.7(土)～12.14(土) F15×6機  　約90人 Ⅱ 嘉手納

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H26.2.10(月 )～2.28(金) F15×18機  約420人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H26.2.10(月 )～2.28(金)

計

   千　歳:1回　　小　松:1回
   三　沢:0回　　築　城:0回
   百　里:0回　　新田原:1回
   グアム:7回
 　   　　　計:10回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:3回
ｸﾞｱﾑ:7回

三　沢:3回
岩　国:3回
嘉手納:4回

1基地派遣
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年
度

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

参加部隊 視察有無 備　　　考

26

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H26.3.28通知

三  沢 H26.6.12(木 )～6.24(火) FA18×10機 約180人 Ⅱ 岩国 無
千歳基地F15が戦闘機戦闘訓練及び
空対地射爆撃訓練に参加。

グアム H26.6.19(木 )～7.10(木) F15×16機 約320人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

無
岩国飛行場で実施予定であった訓練
をグアム等へ移転。

グアム H26.9.5( 金 ) ～ 9.26( 金 ) F15×16機 約320人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

F15×12機　約200人 Ⅱ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H26.9.15(月 )～10.7(火)
FA18×16機
MV22×4機　約1,140人

ｸﾞｱﾑ 岩国

小　松 H26.11.7(金)～11.20(木) F16×8機　約140人 Ⅱ 三沢 無

新田原 H26.10.18(土)～10.31(金)

無
三沢飛行場で実施予定であった訓練
をグアム等へ移転。

グアム H26.12.3(水)～12.19(金) F15×18機　約400人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

F15×18機　約410人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H27.2.2( 月 ) ～ 2.28( 金 ) F16×14機　約400人 ｸﾞｱﾑ 三沢

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

百　里 H27.3.9( 月 ) ～ 3.21( 土 ) FA18×5機　約60人 Ⅱ 岩国 無

グアム H27.2.9( 月 ) ～ 2.28( 金 )

計

   千　歳:0回　　小　松:1回
   三　沢:1回　　築　城:0回
   百　里:1回　　新田原:1回
   グアム:6回
 　   　　　計:10回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:4回
ｸﾞｱﾑ:6回

三　沢:2回
岩　国:3回
嘉手納:5回

派遣無し

27

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H27.3.25通知

グアム H27.7.13( 月 ) ～ 8.7( 金 ) FA18×10機　約240人 ｸﾞｱﾑ 岩国

グアム H27.8.17( 月 ) ～ 9.4( 金 ) FA18×10機　約260人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無

F15×12機　約190人 Ⅱ 嘉手納 無

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

百　里 H27.9.7( 月 ) ～ 9.18( 金 ) FA-18×5機　約80人 Ⅱ 岩国 無

築　城 H27.8.21( 金 ) ～ 9.3( 木 )

無
千歳基地F15が戦闘機戦闘訓練に参
加。

グアム H27.9.11(金 )～10.8(木)
FA-18×10機
EA-18× 5機　約440人

ｸﾞｱﾑ
岩国
三沢

無

FA-18×10機
EA-6B× 5機　約420人

ｸﾞｱﾑ 岩国 無

岩国飛行場及び三沢飛行場で実施予
定であった訓練をグアム等へ移転。

三　沢 H27.12.1(火)～12.18(金) F-15×12機　約300人 Ⅱ 嘉手納

岩国飛行場で実施予定であった訓練
をグアム等へ移転。

新田原 H27.12.8(火）～12.11(金) F-15×4機　　約50人 Ⅰ 嘉手納 無

グアム H27.12.2(水)～12.18(金)

F-16×14機　 約280人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無

千　歳 H28.1.12(火）～1.22(金) FA-18×5機　　約70人 Ⅱ 岩国 1名派遣

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H28.2.7(日）～2.28(日) F-15×18機　 約460人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転。

グアム H28.2.1(月）～2.28(日)

小　松 H28.3.7(月）～3.18(金) FA-18×6機　　約70人 Ⅱ 岩国 無

計

   千　歳:1回　　小　松:1回
   三　沢:1回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:1回
   グアム:6回
 　   　　　計:12回

　Ⅰ:1回
　Ⅱ:5回
ｸﾞｱﾑ:6回

三　沢:2回
岩　国:7回
嘉手納:4回

1基地派遣
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年
度

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

参加部隊 視察有無 備　　　考

28

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H28.4.4通知

グアム H28.7.19(火 )～8.12(金) EA-18G×5機　約190人 ｸﾞｱﾑ 三沢 三沢飛行場で実施予定であった訓練
をグアム等への移転

小　松 H28.7.25(月 )～7.29(金) F-15×5機　約90人 Ⅰ 嘉手納 無

H28.9.8( 木 ) ～ 9.23( 金 )
F-15×5機
EA-18G×5機　約400人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
三沢

無

無

1名派遣

嘉手納飛行場及び三沢飛行場で実施
予定であった訓練をグアム等へ移転

グアム H28.9.8( 木 ) ～ 9.27( 火 ) F-15×12機　約340人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム

H29.2.15(水）～3.3(金)
F-15×12機
FA-18×8機　約700人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
岩国

無

千　歳 H28.12.5(月）～12.16(金) AV-8B×4機　約90人 Ⅱ 岩国

嘉手納飛行場及び岩国飛行場で実施
予定であった訓練をグアム等へ移転

グアム H29.2.15(水）～3.3(金)
F-16×14機
EA-18×6機　約440人

ｸﾞｱﾑ 三沢 無
三沢納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム

嘉手納 無

計

   千　歳:1回　　小　松:1回
   三　沢:0回　　築　城:0回
   百　里:0回　　新田原:0回
   グアム:5回
 　   　　　計:7回

　Ⅰ:1回
　Ⅱ:1回
ｸﾞｱﾑ:5回

三　沢:3回
岩　国:2回
嘉手納:4回

1基地派遣

無

29

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H29.3.29通知

グアム H29.4.20( 木 ) ～ 5.8( 月 ) F-15×14機　約270人 ｸﾞｱﾑ

FA-18×6機　約140人 Ⅱ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

三沢 H29.7.7( 金 ) ～ 7.14( 金 ) F-15× 6機　約160人 Ⅱ 嘉手納

築城 H29.9.30(土 )～10.7(土) F-16 ×6機　約100人 Ⅱ 三沢 無

百里 H29.7.7( 金 ) ～ 7.21( 金 )

新田原 H30.1.19(金 )～1.26(金) F-15× 6機　約140人 Ⅱ 嘉手納 無

百里 H30.1.22(月 )～1.26(金) F-16 ×5機　約100人 Ⅰ 三沢 無

H30.2.8( 木 ) ～ 3.6( 火 )
F-15×12機
FA-18×8機　約660人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
岩国

無

米軍の運用上の都合（火山活動が飛
行の安全に影響を及ぼす可能性があ
るため）中止

米軍の運用上の都合（米国政府の予
算措置の関係上）により中止

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム H30.2.12( 月 ) ～ 3.9( 金 ) F-16×14機　約300人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム

岩国 無

計

   千　歳:0回　　小　松:0回
   三　沢:1回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:0回
   グアム:3回
 　   　　　計:6回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:3回
ｸﾞｱﾑ:3回

三　沢:2回
岩　国:2回
嘉手納:3回

派遣無し

1名派遣

30

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H30.3.16通知

百里 H30.4.6( 金 ) ～ 4.12( 木 ) FA-18×5機　約60人 Ⅰ

F-35×8機　約140人 Ⅱ 岩国 無

千歳 H30.4.23(月 )～4.27(金) F-16×6機　約100人 Ⅱ 三沢

小松 H30.7.16(月 )～7.20(金) F-15×6機　約120人 Ⅱ 嘉手納 無

三沢 H30.5.9( 水 ) ～ 5.24( 木 )

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム H30.9.4( 火 ) ～ 9.30( 日 )
F-15×12機
EA-18×5機 約500人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
三沢

無

F-15×12機 約290人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム H30.9.4( 火 ) ～ 9.30( 日 )
FA-18×10機
F-35×8機　約960人

ｸﾞｱﾑ 岩国

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

新田原 H30.10.27(土)～11.8(木) F-15×8機　約140人 Ⅱ 嘉手納 無

グアム H30.9.10(月 )～9.21(金)

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

築城 H30.11.5(月 )～11.8(木) F-16×6機　約 80人 Ⅱ 三沢 無

F-15×12機
FA-18×10機　約670人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
岩国

無

グアム H31.2.11( 月 ) ～ 3.7( 木 ) F-16×14機　約310人 ｸﾞｱﾑ 三沢

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム H31.3.11(月 )～3.29(金) FA-18×17機　約400人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム H31.2.13(水 )～3.12(火)

計

   千　歳:1回　　小　松:1回
   三　沢:1回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:1回
   グアム:6回
 　   　　　計:12回

　Ⅰ:1回
　Ⅱ:5回
ｸﾞｱﾑ:6回

三　沢:4回
岩　国:5回
嘉手納:5回

1基地派遣
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年
度

岩国 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

無岩国

グアム

グアム

R4.3.11( 金 ) ～ 3.29( 火 )

R4.3.13( 日 ) ～ 3.31( 木 )

FA-18×16機　E-2D×4機
　約420人

ｸﾞｱﾑ

ｸﾞｱﾑFA-18×16機　約290人

千歳 R3.9.13( 月 ) ～ 9.22( 水 )
F-15×12機　E-3C×1機
　約240人

嘉手納Ⅱ

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週4日実施

グアム R3.8.4( 水 ) ～ 9.3( 金 )
FA-18×12機　EA-18G×5機
　約480人

ｸﾞｱﾑ
岩国
三沢

無

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

参加部隊 視察有無 備　　　考

令
和
元
年
度

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 H31.3.25通知

グアム H31.4.22(月 )～4.27(土)
F-15×6機
F-16×6機　約270人

ｸﾞｱﾑ
嘉手納
三沢

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム R1.6.3( 月 ) ～ 6.28( 金 ) FA-18×10機　約200人 ｸﾞｱﾑ 岩国 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

無
土日祝並びに10/10、11、28日は訓練
は行われていない。

小松 R1.10.1( 火 ) ～ 10.4( 金 ) F-16×6機　約100人 Ⅱ 三沢 無

F-15×12機　約210人 ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

三沢 R1.10.10(木 )～11.4(月) FA-18×12機 約170人 Ⅱ 岩国

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

グアム R2.1.31（金）～3.6（金）
F-16×14機
EA-18×5機　約430人

ｸﾞｱﾑ 三沢 無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は期間中において週4日実施

グアム R2.1.27（月）～2.6（木）

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は期間中において週5日実施

グアム R2.2.4（火）～3.11（水）
F-15×12機　FA-18×10機
E-3×2機　KC-135×2機　約680人 ｸﾞｱﾑ

嘉手納
岩国

無

ｸﾞｱﾑ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は期間中において週4日実施

グアム R2.3.2( 月 ) ～ 3.26( 木 )
FA-18×16機、EA-18×3機
E-2D×4機　約510人

ｸﾞｱﾑ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は期間中において週5日実施

計

   千　歳:0回　　小　松:1回
   三　沢:1回　　築　城:0回
   百　里:0回　　新田原:0回
   グアム:7回
 　   　　　計:9回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:2回
ｸﾞｱﾑ:7回

三　沢:3回
岩　国:5回
嘉手納:3回

派遣無し

グアム R2.3.6( 金 ) ～ 3.31( 火 )
FA-18×16機、EA-18×3機
　約430人

2
年
度

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 R2.3.30通知

千歳 R2.8.24( 月 ) ～ 8.28( 金 )
F-15×6機
F-16×6機　約200人

Ⅱ
嘉手納
三沢

1名派遣

新田原 R2.10.26(月 )～11.5(木) F-15×12機　約200人 Ⅱ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

グアム R3.2.1（月）～2.28（日）
F-16×15機　EA-18G×5機
　約520人

ｸﾞｱﾑ 三沢 無

ｸﾞｱﾑ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

グアム R3.2.3（水）～2.19（金）
F-15×14機　E-3×2機
　約370人

ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

計

   千　歳:1回　　小　松:0回
   三　沢:0回　　築　城:0回
   百　里:0回　　新田原:1回
   グアム:3回
 　   　　　計:5回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:2回
ｸﾞｱﾑ:3回

三　沢:2回
岩　国:1回
嘉手納:3回

1名派遣

グアム R3.2.3（水）～3.9（火） FA-18×12機　約310名

グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 R3.6.10通知

グアム R3.6.17( 木 ) ～ 7.14( 水 )
FA-18×12機　EA-18G×5機
　約470人

ｸﾞｱﾑ
岩国
三沢

無

1名派遣

3
年
度

計

   千　歳:1回　　小　松:0回
   三　沢:0回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:0回
   グアム:7回
 　   　　　計:10回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:2回
ｸﾞｱﾑ:7回

三　沢:4回
岩　国:6回
嘉手納:3回

1名派遣

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週4日実施

計　画

百里 R3.12.13(月)～12.17(金) FA-18×8機　約170人 Ⅱ 岩国 無

グアム

グアム

グアム

R4.1.24( 月 ) ～ 2.23( 水 )

R4.1.27( 木 ) ～ 2.24( 木 )

R4.1.31( 月 ) ～ 2.18( 金 )

FA-18×10機　EA-18×5機
　約400人

F-16×14機　約240人

F-15×12機　KC-135×2機
E-3×2機　C-12×1機
　約560人

ｸﾞｱﾑ

ｸﾞｱﾑ

ｸﾞｱﾑ

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週4日実施

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

岩国
三沢

三沢

嘉手納

無

無

無

築城 R4.3.22( 火 ) ～ 3.25( 金 )
F-15×6機　F-2×6機
　約110人

Ⅱ 嘉手納 無
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年
度

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練を米国アラスカ州へ移転
訓練は週4日実施
⇒米軍の運用上の都合により中止

アラスカ R5.8.8( 火 ) ～ 9.8( 金 )
F-35B×13機
KC-130J×2機　約270人

ｱﾗｽｶ 岩国 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

グアム R5.1.24( 火 ) ～ 2.27( 月 )
FA-18×12機　EA-18G×5機
　約480人

ｸﾞｱﾑ
岩国
三沢

無
嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週4日実施

グアム R5.2.6( 月 ) ～ 2.24( 金 )
F-15×12機　KC-135×3機
C-130×3機　E-3×2機
　約520人

ｸﾞｱﾑ 嘉手納 無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

グアム R5.2.8( 水 ) ～ 3.2( 木 ) F-16×12機　約260人 ｸﾞｱﾑ 三沢 無

小松 R4.8.29( 月 ) ～ 9.2( 金 )
F-16×6機　F-15×6機
　約90人

Ⅱ 三沢 無

新田原

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

FA-18×12機　F-35B×8機
KC-130×2機　約380人

備　　　考

三　沢:5回
岩　国:5回
嘉手納:2回

派遣無し

無

4
年
度

基地名 訓　練　期　間 参 加 規 模 ( 米 軍 )
訓練
ﾀｲﾌﾟ

ｸﾞｱﾑR4.5.30( 月 ) ～ 6.17( 金 )

R4.11.8(火 )～11.18(金)
FA-18×10機　F-15×8機
　約110人

Ⅱ

岩国

グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 R4.3.11通知

参加部隊

計　画

F-15×12機　F-2×12機
　約190人

Ⅱ 嘉手納 無

グアム

F-16×12機　F-2×8機
　約130人

Ⅱ

無

視察有無

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転
訓練は週5日実施

グアム R4.8.1( 月 ) ～ 9.2( 金 )
FA-18×12機　EA-18G×5機
　約420人

ｸﾞｱﾑ
岩国
三沢

無

計

岩国 無

築城 R4.11.10(木)～11.18(金)

百里 R4.11.10(木)～11.18(金)

   千　歳:1回 　　小　松:0回
   三　沢:0回 　　築　城:0回
   百　里:0回 　　新田原:0回
   グアム:0回 　アラスカ:0回
 　   　　　計:1回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:1回
ｸﾞｱﾑ:0回
ｱﾗｽｶ:0回

三沢 無

グアム R5.3.13( 月 ) ～ 3.27( 月 ) FA-18×16機　約340人 ｸﾞｱﾑ 岩国

三　沢:1回
岩　国:0回
嘉手納:0回

1名派遣

   千　歳:0回　　小　松:1回
   三　沢:0回　　築　城:1回
   百　里:1回　　新田原:1回
   グアム:6回
 　   　　　計:10回

　Ⅰ:0回
　Ⅱ:4回
ｸﾞｱﾑ:6回

5
年
度

嘉手納飛行場で実施予定であった訓
練をグアム等へ移転

計　画 グアム等への訓練移転を含み１０回程度の実施を目標に計画予定 R5.3.8通知

計

千歳 R5.9.26( 火 ) ～ 10.4( 水 )
F-16×12機　E-3G×1機
　約220人

Ⅱ 三沢 1名派遣
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